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人
間
に
は
真
・
善
・
美
を
追

求
す
る
欲
求
が
あ
る
。こ
れ
ら

は
独
立
し
た
価
値
で
あ
り
な
が

ら
、相
互
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

必
要
が
あ
る
。真
理
追
求
の
独

走
は
科
学
万
能
主
義
に
陥
り
、

正
義
や
道
徳
が
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
く
と
独
善
的
、教
条
的
に
な
る
。そ
の
た
め

芸
術
を
媒
介
と
し
た
、感
性
に
富
ん
だ
対
話
が
求
め
ら
れ
、こ
う
し
た

対
話
が
、人
間
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
。

文
学
や
芸
術
は
直
接
社
会
に
役
立
つ
道
具
で
は
な
い
も
の
の
、長
期
的

に
構
想
さ
れ
る
社
会
変
革
の
源
泉
と
な
る
。こ
の
点
に
こ
そ
、経
済
的

合
理
性
と
は
異
な
る
人
文
的
価
値
の
存
在
根
拠
が
あ
る
。文
化
は
、個

人
の
内
面
を
耕
す
と
同
時
に
、社
会
発
展
の
土
壌
を
耕
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
と
い
う
本
質
を
持
つ
の
だ
。

　

し
か
し
一
九
六
〇
年
代
以
降
、バ
ブ
ル
景
気
が
、「
イ
ベ
ン
ト
」と
し

て
文
化
事
業
を
全
国
に
広
げ
、文
化
は
一
過
性
の
消
費
財
と
な
っ
た
。

各
地
の
住
民
は
、文
化
活
動
に
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
な
く
「
文

化
の
消
費
者
」と
な
っ
た
。他
方
、近
年
の
新
自
由
主
義
的
な
政
策
に
お

い
て
は
、社
会
的
包
摂
の
道
具
と
し
て
役
立
つ
限
り
で
芸
術
文
化
の
為

に
公
的
資
金
を
投
入
す
る
動
き
も
あ
る
。け
れ
ど
も
芸
術
家
の
創
造
力

は
、既
存
の
価
値
観
や
世
界
観
を
覆
す
「
途
方
も
な
い
も
の
」を
生
み

出
し
、政
府
や
行
政
が
手
な
ず
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。行
政
管
理
と

芸
術
文
化
と
は
本
質
的
に
矛
盾
す
る
。

　

こ
う
し
た
文
脈
か
ら
東
日
本
大
震
災
以
降
、「
文
化
的
コ
モ
ン
ズ（
地

域
共
同
体
の
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
文
化
的
営
み
の
総
体
）」に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。文
化
施
設
が
芸
術
鑑
賞
の
場
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、文
化
的
コ
モ
ン
ズ
形
成
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
れ
ば
、

国
家
権
力
や
経
済
的
競
争（
狂
騒
）
社
会
と
は
異
な
る
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
根
ざ
し
た
市
民
的
で
グ
ロ
ー
カ
ル
な
交
流
の
場
が
生
ま
れ
る
。事
例

と
し
て
、神
戸
国
際
芸
術
祭
や
ザ
ク
セ
ン
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の
日

独
交
流
を
紹
介
し
た
。こ
う
し
た
事
業
は
、画
一
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

持
た
ず
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
創
意
工
夫
で
丁
寧
に
「
共
創
」さ
れ
て
い

く
の
だ
。

神
戸
大
学
大
学
院

藤
野 

一
夫

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
超
え
て

—
文
化
的
コ
モ
ン
ズ
の
共
創

●
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。
ド
イ
ツ
哲
学
・
思
想
史
，
音
楽
文
化
論
，
文
化

政
策
学
，
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
べ
ル
リ
ン
自
由
大
学
国
際
高
等
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
。
日
本
文
化

政
策
学
会
副
会
長
。
共
著
に『
市
民
活
動
論
』（
有
斐
閣
），『
ド
イ
ツ
文
化
史
へ
の
招
待　

芸
術

と
社
会
の
あ
い
だ
』（
大
阪
大
学
出
版
会
），『
芸
術
が
生
ま
れ
る
場
』（
東
信
堂
），『
公
共
文
化

施
設
の
公
共
性
』（
編
著
，水
曜
社
），『
行
政
改
革
と
文
化
創
造
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
』（
美
学
出
版
）

等
，
多
数
。
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